
 

 

 

 

 

アンケート調査の実施について（報告） 

 

 

１ 調査目的 

   障害福祉サービス等の利用状況、生活の実態や福祉施策に対する考え方などを把握し、第 

６期障がい福祉計画及び第２期障がい児福祉計画の策定に当たっての基礎資料とすること。 

 

２ 調査対象者 

  （１） 障がい者アンケート 

    障害者手帳（身体・知的・精神）をお持ちの方 又は 難病に関する給付金を受けている方  

2000人 

（２） 障がい児アンケート 

   ア 市内にお住まいの通所受給者証をお持ちの方 300人 

   イ 吹田市域療育等関係機関連絡会の構成機関及び支援事業所 98機関 

 

３ 調査期間 

   令和２年６月中旬～７月中旬 

 

４ 調査方法 

   郵送にて調査票を配布及び回収（２（２）イの調査は電子メールにて配布及び回収） 

 

５ 主な調査内容 

（１） 障がい者アンケート 

     基本情報（年齢、障がいの種類等）、生活に必要な支援、生活環境、将来の暮らし、日 

中活動や仕事、情報の入手経路、相談、サービス利用の有無及び希望、障がい者の人権

や障がい者理解、災害時に必要な支援 

  （２） 障がい児アンケート 

  ア 基本情報（年齢、障がいの種類等）、生活環境、日中活動、療育・発達支援、情報の 

入手経路、相談、サービス利用の有無及び希望、将来の暮らし、保護者の社会参加の

状況、障がい者の人権・障がい者理解、災害時に必要な支援 

  イ 支援時、関係機関との連携時及び事業運営上の課題、利用者等からの要望・相談、 

サービス種別ごとの利用者の動向（ニーズ増減）や今後の対応等 
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